
中小企業のための経営計画策定法 

 

経営指標によるマネジメントの方法 

１． 数表に基づいて 

 

２． 手順を踏む 

調査 

 ・観察･･･問題点を発見する。 

 ・分析･･･①原因・事情を推定 

      ②現場で確認 

      ③事実・事情を確定 

 ・判断･･･①応急対策と制度づくりの起案 

      ②改善案・改革案づくり 

実験 

 

３． 改善と改革を繰り返す 

 

着眼点 

Step1.観察のポイント 

   自社の平均値と比較・前年同期と比較・業界平均値と比較 

 

Step2.分析のポイント 

   原因の推定をしたら、現場で事実確認・事情確認をする 

 

Step3.仮説のポイント 

   原因に基づき、改善と改革の案をたてる 

 

Step4.仮説のポイント 

   まとめてではなく、一つずつ改善・改革案を組み立てる 

 

Step5.検証のポイント 

   改善・改革案を実験し、結果を観察・分析し検証する。 



あるべき経営指標 

   ■経営指標 

    ・総資本経常利益率   ２０％ 

   計算式：総資本経常利益率＝経常利益／資産合計（総資本）×１００ 

   ※会社の総資本がどれだけ利益を生み出しているかの指標です。 

       高ければ高いほど効率よく運営しているということになります。 

 

    ・自己資本比率     ４０％以上 

   計算式：自己資本比率＝自己資本／総資本（自己資本＋負債）×１００ 

   ※自己資本比率が高ければ高いほど安全性が高いと判断できます。 

    自己資本には返済義務がないので数値が高ければ高いほど会社は健全であると 

       判断できます。 

 

    ・損益分岐点比率    ８０％未満 

   計算式：損益分岐点比率＝損益分岐点売上高／売上高×１００ 

    損益分岐点売上高＝（販管費＋支払利息）×純売上高／売上総利益 

      ※損益分岐点比率が低ければ低いほど売上低下による赤字への抵抗力があると 

       いうことになるので望ましい。 

 

    ・労働生産性      １千万円以上 

   計算式：労働生産性＝付加価値／従業員数 

   ※従業員１人当たり、どれだけの付加価値を生み出しているかの指標となるので 

       労働生産性が高い会社では、少ない従業員で大きな付加価値を獲得していると  

       判断できます。 

 

    ・労働分配率      ４０％ 

   計算式：労働分配率＝人件費／付加価値×１００ 

   ※労働分配率が大きければ人件費の負担が重く、小さければ負担が軽いことを 

    表しています。 

 

 

 

 

 



 


